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関連集会報告 1

International Congress of Chronobiology 参加印象記

柴田重信

早稲田大学人間科学部

本国際学会は8月28日から 9月1日にか かわった研究が多かったという印象があり

けて、ワ シン トンの Mayflow巴rホテルで閉 ます。しかしながら、残念な事にポスター

催された。総勢300人程度で、日本からは 発表で、キャンセルがかなり多く て、少し

20人程度の出席者がいたと思われる。本 みっともない感じがしま した。シンポジュー

国際学会は Intemational Society for ムの数が多いせいか、同時進行方式であ っ

Chronobiologyの年次大会を柱に して、他 たため、私自身結局基礎研究分野しか聞け

のリズム関連学会 (今回は日本11寺間生物学 ませんでした。本学会のビジネスミ ーティ

会を含む 8Soci巴ty)の協力の元に開催し ングに始めて正式に日本時間生物学会が呼

てし、ると言う変則的スタイルの学会である。 はれましたので、本問先生と、私が出席し

したがって、日本からも2つのシンポジュー ました。議題は 2001年の 開催候補地の決

ムを提案し (北大、本間教授と私)、日本 定と、本国際学会の運営の仕方についてで

時間生物学会の了解のもと、個人的な参加 ありました。 日本からの提案である

協力という形で進められた 。 Local F巴deration化することにはある程度の賛同

Committeeの代表者である RaeSilverと裏 が得られ、今から Federationの可能性につ

方の Gen巴Blockが中心的に学会を運営して いて各societyの意見徴収が始まる予定で、

いた。'1-1規模の学会であるので discussion うまく行けば20031 1~は Federati o n の形で 1m

が活発で非常に良かったという印象を得ま かれる予定です。2001年は従来通りの方

した。Mol巴cularをベースに した基礎研究式で、すなわち [ntemationalSociet y for 

とヒト、疾病、 H寺間薬理を対象にした応用 Chronobiologyの年次学会がトルコで開催

研究が比率で約2: 3の割合で、ヒ卜にか されるそうです。

International Congress on Chronobiology 

長谷川稔

Departm巴nt01' Biology加1dBiochemistry 

University of Houston 

8月28日から 9月1日までWashington された 。この 学会は SRBR(Society for 
DCで蜘凶叫CongJUiSon 01ID叫)iol唱 が開催 R巴search011 Biological Rhythms)ミーティン
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グより馴染みが薄いが、ヨーロッパやアメ 18時間は寝なさし、」とのこと。)を、 3
リ力、更に日本を含めた9つの リズム研究 日目は Dr.Jos巴phTakahashi (Northwestem) 
関連学会のジョイントミーティングとして がマウスを用いての forwardgenetics論、ま

位置付けられた母体の大きなものである。 たここ数年で急速に進歩した哨乳類の時計

よって内容が非常に多岐にわたっており、

動植物を使ったいわゆる基礎的なものから

ヒ卜を用いた臨床実験、更にその応用といっ

たリズム分野全体をカバーするものであっ

遺伝子についてを発表した。Dr.Takahashi 

は今年のゴードンには参加しておらず、 し

ばらく 蓄えたデータからどんな話が飛び出

すか、と過大に期待していた向きには少々

た。この様な学会が定期的に聞かれること 物足りなかったかもしれない。しかしこれ

はこの分野の発展に極めて意義ある事だと まであまり知られていなかった Clock

思う。 mutantマウスにおける時計遺伝子の変動な

さて私はテキサスナIH二ユーストンから学 どを報告 した (mPerl，2，3の SCN、肝臓、
会初日に DCに乗り込んだわけであるが、 筋肉、心臓等での発現変動の振幅が非常に

空港から会場までの交通の使の良さにはい 小さい事、mPer2，3の発現レベルが低い事

つもながら感心させられた。地下鉄でチョ 等)。また近ごろ話題の Cryl，2のダブル

イチョイッと乗り継いで行けば会場の ノックアウトマウスについても紹介し、ダ

Mayflower Hot巴1(White Hous巴の少し北側) ブルノックアウトでは'恒暗条例二で行動リズ

に到着する 。初日は例のごとく夕方の ムが消失する事、また光によって mPerl発

R巴ceptionPartyからスター 卜するわけだが、 現の誘引はみられないがmPer2の発現は起

NASAのChief・Scientist(Dr. Kathie Olsen)が きる事などを報告した (これまでの報告か

挟拶として、スペースシャ トルミッション らCヴはH甫乳類の概日機構に関与している

や建設中の宇宙ステーション環境を説明し、 ょうではあるが、 Cryが哨乳類の倒日光受

彼等の興味の一つに リズム研究があること 容に役割を持っていることを示す報告は今

を述べていた。ジョンソンスペースセンター のところ無し、です、念のため〉。全体的な

のあるヒュース トンから DCに来て、まさ 印象としては彼の話の前半70%は去年の

かNASAの話を聴くとは思わなかったが、 Neurosci巴nc巴Meetingでの特別講演と基本的

アメ リカ政府が リズム研究の実用化に興味 に同じ様な内容で、それに上記のデータを

を持ち続けている事をアピールするのに絶加えたという感じであった。しかし彼の発

好の機会であっただろう(N田やNSFでは 表のうまさ、解りやすさには改めて感心し

なく NASAというのがね)。 た。良き科学者である事と同時に、良き発

学会のフ。ログラムはほとんどの時間帯で 表者である事の重要性を再認識した。そし

二つのテーマに分かれており、それぞれが て4日目は Dr.Andrew Loudon (Manchest巴r)

異なった会場で発表、討論を行った。しか が SeasonaJrhythms， m巴latonin，泊ld th巴

し毎日ランチ前の 1時間は全体でまとま っ circadian control of neurobehavioral functions. 
た l巴ctureが催され、 Dr.David Dinges と題した発表を行ったが、私は突然4EJ目

(P巴nnsylvania)はヒ 卜を使った非常に大が にしてホテルのロビーのゴー ジャスな内装

かりで大変なHAII民の研究 (一体何時間のIIA に気付吉、見とれてしまって会場へは入ら
眠が必要なのか一比較的長期的に見た仕事 なかったために内容は定かではない。と、

の能率と|睡眠時間の関係からの結論では まあとにかくこうしづ顔触れでl巴ctur巴は梢
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成された。 飲水、体損 リズムはSCNのナイフカ ッ ト

毎日夕方には311寺問詰めポスターセッシ ョ によるアイラン ド処置をしても継続するが、

ンが催された。ポスターの演題総数は約 l 性殖機能の光周性反応は消失する事を報告

4 0 (5 0弱/日〉で程よい朋模て・あった。 した。この事から前者の リズムはSCNか

先にも述べたとおり参加者の興味の背景が らの秘性の出力、後者は神経性の出力によ

幅広いため、発表内容も非常にvariety豊 り調節されている事を示唆した。この他に

かで‘あった。ワイ ンやビールなどのアルコー も多数の興味ある発表があったが、紙面の

ルが参加者の気持ちを解きほぐし、あちこ 都合上載せられないのが残念である。思し

ちで活発な議論や 「世間話Jが繰り広げら からず、、、 。

れていた。 全体の研究の流れと して私個人が受けた

私は主に動物実験系の発表を聴いていた 印象を述べると、時計遺伝子がどの様な相

が (何といっても体が一つしかないので、 互作用によりフィ ードバックループを形成

残念ながら ヒ卜に関する研究発表までは押 しているのか (例 11寺計迫伝子からできる

え切れなかった、、、 〉、幾つもの興味を タンパクが核内に移行する仕組み、及びそ

り|かれる発表があった。 シンポジウム、 の後のH寺計迫伝子の!I!i写制御の他判lみ等)、

ポスター併せて個人的に特に印象深かった またH寺計追伝子レベルでの同調機構の解明

発表を以下に紹介する。Dr.Jun Lu (Boston) 

はラットを用いて subparaventricularzoneの

腹尾側を ibotenicacidで破壊することで体

温のリズムを消失することなく l睡眠の概日

リズムが消失することを報告 し、ここが睡

眠リズムの発現に重要であることを示した。

Dr. Amita Sehgal (P巴nnsylvania)は光による

TIMの代謝誘引がproteasome阻害剤で抑え

られる事 (S2細胞を用L、た実験では CRY

の光による代謝誘引も同様に抑えられるら

しい)、またチロシンキナーゼ活性も光の

効果に必要 である事を報告 した 。Dr.

Katsuya Nagai (Osaka)はラットの SCNから

その mRNAと蛋白自身に概日 リズムを持

(例;TIM， PER， CRY等)といった、い

わゆる遺伝子レベルでの歯車の噛み合い方

の解明が精力的に進められている。その一

方、細胞質を含めた細胞レベルでのH寺計機

構のililJ佐Il(例 ;転写や翻訳後の調節やタン

パクのリン酸化や)J見リ ン酸化等〉 も今後の

大きな流れになるものと予想される。更に

時計からの出力系に関する研究にも力が注

がれており、上記の Dr.Luや Dr.Lehman 

の研究の様に、やはり生体レベル (システ

ム全体)での時計機構の解明無くして生物

の概日リズムは理解できないと思われる。

得られた研究成果をどの様に我々の生活に

応用していくかも今後ますます重要になっ

つ新しい蛋白 ISCN circadian oscillatory てくるであろう。

protein (SCOP)Jを報告した占この蛋白に 本学会の運営上の面白い試みとしては、

はロイシン リッチ リピーツ、ロイ シンジ ッ Banquet Dinner以外ではR巴ceptionも含めて

/ぞ一、プロテインフォスファターゼ2C様 アルコール飲料を全て有料としたことであ

領域等非常に興l床j相、村地的字在しており、 る。これによって学会参加費を抑えようと

またアンチセンス投与により行動リズムが した らしし、が、これは非常に良い決定であっ

消失する。今後この蛋白の機能の詳細!な解 た。私自身は酒呑みなので困ると言えば困

析に興味が持たれた 。Dr.M.N.Lehman るのだが、今後もこの様な試みを続けて参

(Cincinnati)はノ¥ムスターの行動、心拍数、 加賀をできるだけ抑え、 一人でも多くの学
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当三が参加できるようにして欲しいと思った。

また Microsoflの協賛と思われるが

Sludenl-FacuHy Lunchと言うものが開かれ、

Facu]lyレベルの研究者が2、3人づつの

グループに分かれて、それぞれが十人程度

の学生と一緒にランチを食べながら親睦を

深める機会が持たれた。在、は残念ながら参

的にア ットホームであった。 1ブロック附

れたところになかなか 円、けるJBarがあ

り、またおいしいイタリア料埋の!古も近く

にあって SRBRの様に食事に困ることもな

く快適であった。ただl噂に名 高いDupon

Circl巴のゲイ 達の集団には圧倒されたが

(特に夜中は絡別 !)。それから近くの酒

加できなかったのでどの様な様子であった 屋が夜9時で閉ま って しまう事には寂しさ

か不明であるが、これも非常に有意義な試 さえ感じてしまった、、、 。

みであるといえよう。 この様に色々な挑戦によってより良い学

学会期間中の自由11寺聞はランチの 211寺閉 会を目指す意欲を至るところで感じるカン

しか無かったためにホテルの周り以外とこ ファレンスであった。今後9つのリズム研

にも行けなかった事と、もう少し自由討論 究関連学会によるこのカンファ レンスがど

(社交?)の場が欲しかった事を差 し51し、 の様に発展して行くのか非常に楽しみであ

ても非常に良い学会だった。参加者数はお る。と同時に、自分も微力ながら何らかの

そらく 300人前後と思われ、ヨーロッパ、 形で貢献しなければと強く感じた。

日本からもたくさんの人が来ており、 全体
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